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１．はじめに 

近年、地域社会の高齢化やグローバル化の進展が指摘

され、高齢者や外国人訪問客に対する移動制約の解消が、

社会資本整備の一課題となってきている。2000 年には

交通バリアフリー法が成立し、2003 年にはピクトグラ

ムが JIS 規格となるなど、制度面からの改革が進められ

ているものの、まだ整備事例は局所的であり、今後とも

継続的に改善を進めていく必要がある。その一方で、魅

力的な地域をつくるためには、地域の個性が感じられる

空間を整備する必要がある。それには、地域住民の意見

も取り入れられなければならないが、合意の形成方法が

十分に確立しているとは言い難い。 
本研究の目的は、情報提供手段のひとつである総合案

内板の色彩計画を対象として、地域の個性を取り入れる

ための手法としてデータベース法（Database Method：以

下、DB 法とする）について検討することにある。対象

は、北広島市の自転車道である。 
 具体的には、DB 法を用いて情報提供手段のひとつで

ある総合案内板に、地域の個性を取り入れる手法につい

て検討する。また、本論文では、総合案内板の個性化を

「色彩」に絞り論じる。図－１に本研究のフローを示す。

「地域色の設定」を目的として、次の段落では、「街の

イメージ分析」を行う。そこでは、意味微分法（Semantic 
Differential Method：以

下、SD 法とする）と

DB 法を使って分析し、

検証する。その後、カ

ラーイメージスケー

ルを用いて地域色の

提案を行う。最後に地

域色の決定を行い、総

合案内板のアクセン

トカラーの提案を行

う。それと同時に DB
法についてのまとめ

と、今後の課題につい

て検討する。 
             図－１ 研究フロー 

 
２．調査の手法 

２．１ SD法 
SD 法は「意味微分法」といい、心理学的測定法のひ

とつである。形容詞対を評価言語として測定した後で、

そのデータを因子分析等の多変量解析によって分析し、

対象を評価する代表的な評価尺度を抽出する方法であ

る。また、こうして得られたサンプルごとの平均値をプ

ロットしたものを用いた分析をプロフィール分析とい

い、対象の評価の特性を検討する材料となる。 
２．２ DB法 

DB 法は、日本カラーデザイン研究所の小林重順によ

って作られた方法である。180 語のデータベース化され

た形容詞から 20 語を選び出すと、イメージスケールの

上に自然にパターンが生まれてくる。それは嗜好の世界

など、そのものが持つ語感の母集団として表現すること

ができる。また、180 語の形容詞は 16 パターンに分類

することができ、更に大きく 3 パターンにまで分類する

ことができる。それによりイメージの把握が容易になる。

イメージスケールとは、warm - cool、soft - hard の 2 軸

で構成されたグラフのことで、その上に言語をプロット

したものが言語イメージスケールとなり、色をプロット

すると配色イメージスケールになる。イメージスケール

は、色、もの、形、素材のような異質なものを、言語イ

メージを通してネットワーク化し、感性を情報化するシ

ステムである。 
また、このスケール上のイメージ語は点として捉える

のではなく、各言葉の位置を中心にして、イメージが波

紋状に広がり、徐々に弱くなることを意味している。 
例えば、言語イメージスケールと配色イメージスケー

ルを重ね合わせることで、言語から容易に色彩を把握す

ることが可能になる。他にも、言語イメージスケールに

素材のイメージスケールを重ねると、その素材の持つ語

感を得ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ DB法の流れ 
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３．実地調査 

３．１ 北広島市イメージ調査概要 
総合案内板に地域の個性を取り入れるためには、まず

住民が地域に対してどのように感じているかを調査す

る必要があった。そこで調査の実施概要を表－１に示す。 
 

表－１  第１回アンケート調査の実施概要  

目的 街のイメージ調査 
調査場所 北広島市 
調査日時 2004 年 9 月上旬 
サンプル数 74 名 
調査項目 街のイメージ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性別

年齢

居住年数

男性 女性

～29歳
30～59歳 60歳～

～10年
11～20年 21～30年 30年～
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図－３ 回答者の個人属性 

 
３．２ SD法を用いた街のイメージ分析 

 まず、「好きな－嫌いな」、「満足な－不満な」、｢自然

な－人工的な｣などの形容詞を、5 段階で評価する。こ

こで、「5」は良いイメージとし、反対の「1」は良くな

いイメージを表す。得点に換算して分析した結果、得点

の高いものは「自然な」、「のびのび」、「穏やかな」など

になり、得点の低いものは「うきうきする」、「特色のあ

る」、「満足な」などとなった。この結果より、北広島市

の住民は「物足りなさ」を感じていると分析することが

できた。次に因子分析を行った。表―１に結果を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 居住年数別による分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 年齢別による分析結果 

 
 
 
 
 
 

図－６ 性別による分析結果 

 
これにより、因子は 3 つ抽出された。1 つ目は「元気

いっぱい」、「親しみがある｣、「活気がいっぱい」などか

ら“市民の雰囲気”とした。2 つ目は、「変化のある」、「特

色のある」、「魅力のある」などから“街並”とした。3 つ

目は、「配慮のある」、「豊かな」、「自由な」などから“市
の雰囲気”とした。属性別の結果は図－４～図－６に示

す。そして、表－２で各属性別の因子分析結果を示す。 
 

表－２  因子分析による街のイメージ 

因子 属性別の分析結果 

市民の 
雰囲気 

【性別】女性が良いイメージを持っている。

専業主婦など、市内での人付き合いの多さが

関係している。 
【年齢】高齢になるにつれ評価が上がる。 

街並 

【年齢】同市がノーマライゼーションに力を

入れているので、高齢者に住み易い街になっ

ている。一方で若い世代には物足りなく感じ

ると考えられる。 
【居住年数】年数が高くなると、評価も上が

る。 
年月と共に愛着がわいてくる。 

行政の 
雰囲気 

【年齢】ノーマライゼーションを推進してい

るので、高齢者の評価が高い。 
 
３．３ DB法を用いた街のイメージ分析 

イメージ語を調べるために、「カラーイメージシステ

ム」に掲載されている DB イメージ語 180 語から、「北

広島市のイメージ」を 20 語選択してもらった。 
これにより、イメージを系統立ててパターン分類する

ことができた。ここでは、「現在の街のイメージ」を調

査すると共に、「理想の街のイメージ」も調査し、集計

を行った。その結果を図－７に示す。 
また、180 語を、「ナチュラル」、「シック」、「エレガ

ント」など 16 パターンに分類した。その後、さらに「お

だやか」、「はなやか」、「さわやか」の 3 パターンに分類

した。まず、｢おだやか｣に注目すると、現在の街のイメ

ージに対して、理想の街のイメージでは選択数が減少し

ている。それとは逆に「はなやか」に注目すると、現在

の街では約 15%を示しているのに対し、理想の街では

「はなやか」を選択した人は約 29%と 2 倍に増えた。

このことから、同市には「活動性や特色」などを示す「は

なやか」が足りないと考えられる。 
次に、DB 法を用いて得られた街のイメージの有効性

を検証した。DB 法より得られた「現在の街のイメージ」

に対して、「そう思う」、「そう思わない」、「どちらでも

ない」から選択してもらった。その結果を図－８に示す。
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69%の人が「そう思う」と答え、「そう思わない」と答

えたのは 4%だった。このことから、DB 調査法は街の

イメージを抽出する際の有効な手段と言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－７  イメージ語集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８  DB法によるイメージ分析結果の評価 

 
４．サイン（総合案内板）の色彩計画 

第 2 回アンケート調査では、第 1 回アンケート調査を

元に抽出した街のイメージを基に、日本カラーデザイン

研究所著・カラーイメージスケールの H&T システムの

中から 11 種類の色を平均的に選び出した。そして、自

転車道に設置する総合案内板にふさわしいと思うアク

セントカラーを選択してもらった。総合案内板の基調色

は、同市のシンボルカラーである「茶色」に決められて

いる。その後、DB 調査法より求めた総合案内板の色彩

と実際の色彩の選択意識の格差を検証した。 
４．１ 調査概要 

表－３  第 2 回アンケート調査実施概要  

目的 総合案内板の色彩調査 
調査場所 北広島市 
調査日時 2004 年 9 月下旬 
サンプル数 166 名 
調査項目 色彩の嗜好 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 回答者の個人属性 
 
集計方法は、まず、単純集計を行った。その後にクラ

スター分析を用いて、各属性別の選択行動を分析した。

その結果、性別、年齢と総合案内板の色彩選択行動との

関係が明らかになった。表－４にその結果を示す。 
 

表－４  住民による色彩選択結果 

男性
落ち着いた、暗めの色を選択 
（紺青色、深緑色、黒茶色など） 性

別
女性

明るいトーンで、かつ暖色系の色を

選択 （象牙色、あんず色） 

若年者

淡い色や明るい色で、かつ黄緑や橙

系を選択した。よくある｢白｣は一番

敬遠された 
（黄緑色、若苗色、あんず色など）

中年者
地味なトーンで、目立たない無難な

色を選択 （深緑、黒茶色など） 

個
人
属
性 年

齢

高齢者

明るいトーンで、青系、赤系、白。

自然の中で見えやすいように自然

と反対の色相を選択 
（水色、白、あんず色など） 

全
体 

全体的には、明るいトーンの色を選択した人が多か

った。同市に色彩も含めた「物足りなさ」を感じて

いる人が多いためと考えられる。 
 
４．２ イメージスケールを用いた色彩計画 

第 1 回アンケート調査より、現在の街のイメージ語は

圧倒的に「ナチュラル」が多かった。しかし、理想の街

のイメージについて調査したところ「ナチュラル」が減

少し、「カジュアル」を選択した人が増えた。これは、3
章の実地調査より判明した。 
まず初めに DB 法より選択された言語を warm - cool、

soft - hard の 2 軸で表されたスケール上にプロットし、

言語イメージスケールを作成した。次に、配色カラーイ

メージスケールと各色彩の持つ語感イメージを参考に

しながら、基調色である茶色のアクセントカラーとなる

ような色彩を選定した。この時、配色を単色に置き換え

る作業を行った。最後に、言語イメージスケールとカラ

ーイメージスケールを重ね合わせた。それにより、スケ

ール上の言語と色彩の重なりが、その言語を表す色彩と

考えることができた。その際、注意しなければならない

事は、言語や色彩を点として捕らえるのではなく、それ

ぞれの位置を中心としてイメージが波紋状に広がって

いるということである。図－10 は以上の結果をまとめ

たものである。本研究では、「カジュアル」の選択率が

最も大きく増加していたことから、「橙・黄・緑」の色

彩を提案した。 
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図－10 イメージスケール 

 

 

４．３ 色彩選定方法の比較検討 

直接色彩を選択した場合、個人の属性により選択する

色彩が変化した。男女別にみると男性は濃く、女性は明

るく淡い色彩を選択した。年齢別に行った分析では、若

年層は明るく淡い色彩、中高年は地味、高齢になるにつ

れ、見えやすいように明るい色彩を選択する傾向となっ

た。これより直接、色彩を選択する場合、個人的な嗜好

性や感性が入ることが検証された。 
一方、DB 法を用いて分析を行った結果、形容詞から

色彩を導き出すため、一貫した色彩を得ることができた。 
 
５．まとめと今後の課題 

本研究により、人が直接何かを選択する際には、自分

の好みや意思が入ることが検証された。特に、DB 法を

使うことにより、個人がそれぞれ持っている潜在的なイ

メージを抽出することで、要望を簡便かつ迅速にまとめ

ることができた。具体的には、同市に足りないと思われ

る「はなやか」な色を補うために「橙・黄・赤・緑」な

どの色彩を、アクセントカラーとして入れることを提案

することができた。  
今後の課題は以下の 3 点である。 

1) 本来イメージスケールとは感性を捉えて表にしたも

のである。そのため、一人の感性ではなく大多数の

人が納得するよう、作成されなければならない 
2) 景観にイメージスケールを応用するにはまだ正確な

イメージが把握できておらず、イメージスケールに

ズレが生じているので、景観に沿うように修正が必

要である 
3) イメージスケールを景観に用いるために、色彩だけ

でなく、素材やデザインへの応用も必要である 
今回は、配色イメージスケールを使用して色彩を求め

たが、本来イメージスケールは感性の心理スケールであ

ることから、素材やデザイン等新しいイメージスケール

の構築も必要である。それを利用することで、簡便かつ

迅速に多数の人の意見やイメージを集約することもで

きるようになると考えられる。 
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